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｢今までは万人中の最高権力者,多くの婿や息子によって支配者であった

































































































































































































































































































































































































































































































































































































頭を噛み切れ ! 噛みつけ日 という叫びが起っ
























































































































｢F･- ･･･わが苦悩,わが同情 - それが何だと
いうのだ ! 一体わたしは幸福を追い求めたのか ?
わたしはわが作品を追い求めたのだ !/ よし!
獅子が釆たれり,わが子供 らは近 し,ツァラツス








































































的 "DieUnschuld desWerdens" (hrsg.Yon
AlfredBaeumler,Kr6nerTaschenausgabe)I
Nr.876.KritischeStudienausgabe(hrsg.Yon
























































































































P))ibid. I)ritter Teil 'Vom Gesicht und
Ratsel" Nr.1 u. Vierter Teil "Das
tmnkeneLied"
61)ibid.VierterTeil"I)ieBegrQ8ung
62Jibid."Vom h6herenMenschen"Nr.2 u.
Nr.4.
63)cf.Pascal"Pens6es"fr.72,
61)"Also sprach Zarathustra"VierterVeil
"Vomhと血erenMenschen'Nr.14.
6)辻村先生によると,ハイデッガーの用語Men占chen-
tum (｢人間形態｣)は ｢歴史的に鋳型された人間の本
質｡たとえばrギリシャ的人間旨某日 (Griechentum)
とか Fロー マ的人間形態j(R6mertum)｣であると,
いう〔F道標J- -イデッガ-全集第9巻 創文社
巻末の F訳語解説jp18)｡ニーチェからの引用文中の
Christentumも同様の意味内容をもつといって差しつ
かえないであろう｡
